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深まる秋に寄せて 

校長 T.I. 

11月も半ばとなり，秋の深まりを感じるこの頃です。先日は南日本新聞の「子供のうた」のコーナーに

Kさんの詩が紹介されました。 

「長そではタンスにかくれてる」という比喩表現や， 

「秋」という言葉の繰り返しでうまれるリズムがとても 

いいなあと思いました。終わり方もいいですね。 

 「センス・オブ・ワンダー」という言葉があります。 

アメリカ人の海洋生物学者レイチェル・カーソン(1907～ 

1964)さんのエッセイのタイトルとして使われたこの言葉 

は「神秘さや不思議さに目をみはる感性」という意味だそ 

うです。 

この本の中に「子供たちの世界は，いつも生き生きと 

新鮮で美しく，驚きと感激に満ちあふれている。」という 

言葉があります。子供たちは大人が気付かない目で，いろ 

んな発見をし，美しいと感じたりおもしろいと感じたり，不思議だなあと感じたり…レイチェル・カーソ

ンのこの言葉を，子供たちと接する中で実感している毎日です。この種子島には子供たちの感性をゆさぶ

る自然の不思議がいっぱい。本物にふれる体験を通して培われる感性は，豊かな人間性を育む支えとなる

と言われます。子供たちの感性を大切にするとともに，大人である私たちも，子供のようなセンス・オ

ブ・ワンダーを大切にしていきたいと思います。 

 また，レイチェルさんはこの本の中で「『知る』ことは『感じる』ことの半分も重要ではない。」という

言葉も記しています。わからないことがあれば，インターネットで検索し，知識として知ることが簡単に

できる今の時代です。だからこそ，そこから一歩踏み出して実際に見たり触れたり経験したりすること

で，本当にわかること，感じること.考えることがより大切なのではないでしようか。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

親権者等による体罰禁止の法定化 

児童虐待防止法等の改正案の成立(令和元年度６月)により，親権者等による体罰禁止が法制化(令

和２年４月施行)されました。 

たとえしつけのためだと親が思っても，身体に何らかの苦痛を引き起こし，又は不快感を意図的に

もたらす行為(罰)である場合は，どんなに軽いものであっても体罰に該当します。体罰が繰り返され

ると，心身の健康・発達にさまざまな悪影響が生じる可能性があることは科学的にも証明されていま

す。体罰によらない子育てを社会全体に広めていきましょう。 

《体罰の例》 

・大切なものにいたずらしたので，長時間正座させた。 

・他人のものをとったので，お尻をたたいた。 

・宿題をしなかったので，夕ご飯を与えなかった。 

・言葉で３回注意したが言うことを聞かないので，頬を叩いた。 

 ※ 子供をけなしたり，辱めたり，笑いものにするような言動は子供の心を傷つける行為で子供の

権利を侵害するものです。子供の人格を尊重しましょう。 
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                                (新型コロナウイルス感染症等の影響により， 

                                延期や中止になることがあります) 

11/12(木) 
14(土) 
17(火) 
23(月) 
24(火) 

クラブ活動 
土曜授業日 
秋の一日遠足 
勤労感謝の日 
スクールカウンセラー来校日 

12/９(水) 
12(土) 
19(土) 
24(木) 

持久走大会・学校保健委員会 
土曜授業日 
町子供会ウォーキング大会 
終業式 

世界遺産屋久島へ！～三校合同宿泊学習～ 

1０月20日(火)から22日(木)まで，岩岡小学校・星原小学校とともに，三校合同宿泊学習を実施しま

した。本来は６月実施を予定していたのですが，新型コロナウイルス感染症対策等のため，延期とな

っていました。この時期においても，実施できるか心配されましたが，ぎりぎりまで調整を行い，一

気に準備を進めての実施となりました。 

各校の子供たちは，はじめこそ緊張が見られましたが，すぐに他校の子供たちと交流を深めなが

ら，楽しい時間を過ごしたり，種子島とは全く違った屋久島の自然について学んだりすることができ

ました。 

また，事前学習会をオンライン会議システム「zoom」を活用し，リモートで実施しました。納官小

で先行的に取り組まれている，一人一台端末やオンラインでの活動といった取組を他校の子供たちや

先生方にも見ていただくいい機会になりました。 

納官小には，一人一台タブレット端末が整備されています。それを，授業

や様々な活動の中で日常的に使いこなし，子供たちが，これから先の世の中

を力強く生き抜いていく力を育成していくための研究に取り組んでいます。

10月27日(火)には，文部科学省のICT活用教育アドバイザーでもあり，鹿児

島大学大学院准教授の山本朋弘先生に御来校いただき，本校のこれまでの取

組やICTを活用した授業を御参観いただいたり，これからの研究の方向性な

どについて御指導いただいたりしました。 

現段階で本校は，機器やソフト等のICT環境に関して，鹿児島県で最も進

んだ学校になっています。その恵まれた環境を，子供たちに余すことなく還

元できるよう，学校全体一丸となってこれからも取組を進めていきます。 

 

チーム納官～ICTの日常的な活用～ 

11・12月の主な行事 


